
　

こ
の
春
、
町
内
の
小
中
学
校
で
は
39

人
の
先
生
を
お
送
り
し
、
38
人
の
先
生

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。　

（
敬
称
略
）

▼
転　

入

天
野
美
恵
子
（
豊
平
小
か
ら
）

飯
田　

秀
明
（
永
明
小
か
ら
）

小
林
ひ
と
み
（
高
島
小
か
ら
）

宮
入　

里
和
（
篠
ノ
井
東
小
か
ら
）

宮
下
千
布
美
（
泉
野
小
か
ら
）

鈴
木　

美
緒
（
通
明
小
か
ら
）

石
井　

秀
昌
（
新
任
）

小
平
留
美
子
（
玉
川
小
か
ら
）　

白
鳥
か
ず
ゑ
（
新
任
）

▼
転
出

立
木　

省
治
（
退
職
）　
　
　
　
　
　

宮
坂　
　

享
（
平
野
小
へ
）

今
井　
　

真
（
原
小
へ
）

久
保
田
公
子
（
高
島
小
へ
）

松
倉　

和
恵
（
湖
東
小
へ
）

塚
田　

純
子
（
退
職
）

戸
谷
佐
知
子
（
退
職
）

西
瀬　

修
二
（
青
木
小
へ
）

小
林　

裕
典
（
穂
高
西
小
へ
）

永
田　

寛
尚
（
稲
荷
山
養
護
へ
）

▼ 

転
入

田
中
由
美
子
（
玉
川
小
か
ら
）

津
金　

直
子〔
事
務
〕　
（
長
峰
中
か
ら
）

小
川　

英
之
（
緑
ヶ
丘
小
か
ら
）

森
山
ち
あ
き
（
原
小
か
ら
）

岩
田　

千
晶
（
花
田
養
護
か
ら
）　

▼
転
出

小
池　

正
彦
（
中
川
東
小
へ
）

　
　
　
　

学
（
丸
子
中
央
小
へ
）

百
瀬　

知
明
〔
事
務
〕
（
豊
平
小
へ
）

樋
口　

陽
一
（
辰
野
西
小
へ
）

三
浦
由
香
里
（
北
山
小
へ
）

飯
山　

晴
美
（
宮
川
小
へ
）

内
堀
智
恵
美
（
宮
川
小
へ
）

板
垣
千
代
子
（
退
職
）

▼
転
入

外
山　

正
嗣
（
北
山
小
か
ら
）

細
川　
　

賢
（
島
内
小
か
ら
）

牛
山　

美
子
（
永
明
小
か
ら
）

三
宅
三
重
子
（
宮
川
小
か
ら
）

▼
転
出

林　
　
　

徹
（
湊
小
へ
）

三
本
木　

映
（
中
洲
小
へ
）

阿
部
か
ず
み
（
宮
川
小
へ
）

笠
原　

友
佳
（
喬
木
第
二
小
へ
）

▼
転
入

藤
森　

宏
一
（
岡
谷
小
か
ら
）

竹
田　

理
恵
（
新
任
）

小
松　

権
一

▼
転
出

白
鳥　

保
美
（
常
盤
中
へ
）

矢
島　

勝
義
（
山
形
小
へ
）

　
▼
転
入

笠
原　

千
俊
（
波
田
中
か
ら
）

志
賀　

勝
文
（
永
明
中
か
ら
）

神
津　
　

弘
（
小
諸
養
護
か
ら
）

藤
森　

明
美
（
下
諏
訪
社
中
か
ら
）

矢　
　

和
広
（
信
大
附
養
護
か
ら
）

守
屋　

久
美
（
東
部
中
か
ら
）

岩
下　

恵
里
（
原
中
か
ら
）

上
原　

徹
郎
（
新
任
）

田
島　

理
沙
（
新
任
）

▼
転
出

早
川　

太
平
（
上
松
中
へ
）　

平
林　

英
司
（
下
諏
訪
社
中
へ
）

　

今
回
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
を
中
心
に

西
山
地
区
で
行
う
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ

ー
ス
は
、
厳
し
い
富
士
見
の
自
然
環
境

に
立
ち
向
か
う
点
で
新
し
い
レ
ー
ス
の

形
で
す
。
地
元
集
落
の
方
々
の
協
力
で

金
子　

裕
典
（
岡
谷
東
部
中
へ
）

向
山
美
真
里
（
豊
平
小
へ
）

林　

美
佐
子
（
下
諏
訪
社
中
へ
）

樋
田　

浩
紀
（
飯
島
中
へ
）

葉
玉　

京
子
（
諏
訪
中
へ
）

嶺
村　

直
毅
（
阿
智
中
へ
）

前
田　

禎
子
（
永
明
中
へ
）

▼
転
入

山
本　

利
隆
（
上
田
教
育
事
務
所
か
ら
）

両
角　

俊
男
（
諏
訪
南
中
か
ら
）

清
水
ふ
き
子
（
永
明
中
か
ら
）

今
井　

博
美
（
美
篶
小
か
ら
）

麦
島　
　

隆
（
新
任
）

内
田　

修
平
（
永
明
中
か
ら
）

丸
山　

芙
美
（
新
任
）

中
村　

行
秀
（
岡
谷
南
部
中
か
ら
）

▼
転
出

西
牧　

健
史
（
長
谷
中
へ
）

石
川　

春
香
（
町
教
委
へ
）

丸
田　
　

博
（
七
二
合
中
へ
）

中
村　

和
彦
（
戸
倉
上
山
田
中
へ
）

森　
　
　

崇
（
川
中
島
中
へ
）

荻
上　

裕
子
（
大
豆
島
小
へ
）

実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
自
転
車

は
こ
の
辺
で
は
な
じ
み
が
少
な
い
乗
り

物
で
す
。
諏
訪
や
甲
府
な
ど
の
平
地
で

は
自
転
車
が
有
効
な
移
動
手
段
で
す
が
、

坂
道
の
多
い
当
町
で
は
お
と
な
が
乗
っ

て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
せ
ん
。
昨
年
夏

に
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
中
心
に
行
わ
れ

た
シ
マ
ノ
の
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
は
、
５

千
人
を
上
回
る
参
加
者
が
町
の
中
を
自

転
車
で
走
り
抜
け
る
日
本
で
も
有
数
の

イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
高

い
評
価
の
声
が
聞
か
れ
、
富
士
見
の
持

つ
素
材
の
有
効
性
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
も
の
で
し
た
。

　

今
後
、
子
ど
も
た
ち
を
始
め
と
し
て

多
く
の
町
民
が
自
転
車
に
接
し
、
親
し

む
機
会
を
増
や
し
、
日
常
的
に
自
転
車

が
町
の
中
を
走
る
姿
を
目
に
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
い
い
と
考
え
ま
す
。
環
境
面

か
ら
も
大
切
な
こ
と
の
様
に
思
い
ま
す
。

　

観
光
基
本
計
画
の
中
に
も
自
転
車
が

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
具
体
化
の
一

つ
と
し
て
今
回
の
レ
ー
ス
を
考
え
、
多

く
の
町
民
に
ご
協
力
い
た
だ
き
進
め
て

い
き
ま
す
。
５
月
15
日　

朝
７
時
よ
り

西
山
地
区
で
交
通
規
制
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
お
お
む
ね
１
時
間
程
度
の
通
行

止
め
を
実
施
し
ま
す
。
入
笠
山
山
頂
は

12
時
頃
ま
で
車
で
の
乗
り
入
れ
は
で
き

ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高原中学校・校長
笠 原 千 俊 先 生

南中学校・教頭
山 本 利 隆 先 生

富
士
見
小
学
校

本
郷
小
学
校

境
小
学
校

南
中
学
校

高
原
中
学
校

400
人
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
集
合

落
合
小
学
校
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小
・
小
・
中
学
校
の
先
生
の
動
き

中
学
校
の
先
生
の
動
き

小
・
中
学
校
の
先
生
の
動
き
高
原
の
風
に
ふ
か
れ
て

高
原
の
風
に
ふ
か
れ
て


